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■ その他収益

■ 事業収益

■ 受取助成金

■ 受取寄付金
■ 受取会費

■ 管理費

■ 20周年記念事業

■ カイラシュ氏

　 招聘事業

■ ソーシャル

　 ビジネス推進事業

■ 啓発・市民参加事業

■ アドボガシー事業
■ 子ども支援事業
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2019-2020年度もACEの活動へのご支援・ご協

力をいただきましてありがとうございました。コ

ロナ禍はインド・ガーナの支援地の子どもたち・家

族の生活にも大きな影響があり、食糧支援等を決

定、ACE全体の収入減の対応をしつつ事務所を手

放し完全在宅勤務の体制を整えました。上手くは

出来なかったかもしれないけどなんとかサーフで

きたこの1年、コロナ禍の影響を誰もが受ける中、

活動を継続して支えていただいた皆様に心より感

謝申し上げます。そして2021年は児童労働撤廃

国際年。世界的に児童労働の増加が懸念される中、

ACEが発信源となって、日本からSDGs8.7達成

にむけたアクションを促していきたい！と願って

います。

ACE 代表　岩附由香

Surfing 2020から
児童労働
撤廃国際年へ

人々の記憶に深く刻まれた2020年。厳しい中で

も活動を支え続けてくださったみなさまに、心よ

り感謝申し上げます。温かなご支援のおかげで、

インドやガーナの子どもや家族が希望を失うこと

なく生きていけるよう、活動を続けることができ

ました。ガーナ政府とともに「児童労働フリーゾー

ン」のガイドライン施行を実現できたことは、大

きな一歩となりました。コロナ禍は、様々な格差

による深い痛みが、日本でも世界でもフラクタル

（相似形）に起きていることを鮮明にしました。今

を、構造的に起きている課題に変化をもたらす機

会と捉え、支え合いのつながりをさらなる力に変

えて、みなさんと一緒に歩み続けていきたいと思

います。

ACE 事務局長　白木朋子

今こそ、
世界がひとつに
つながる力を信じて

個人会員・寄付
正会員102人　賛助会員58人　子どもの権利サポーター502人　一時寄付742人

法人会員　43企業・団体　
旭化成株式会社 繊維事業本部 ベンベルグ事業部│アシックスユニオン│アツギ労働組合│アパレルアイ株式会社│株式会社アバンティ│有限会社イートウェル│

井関産業株式会社│株式会社イケヒコ・コーポレーション│ウォルト・ディズニー・ジャパン株式会社│江崎グリコ株式会社│ＳＵ小ＡＣＥを支援する会│

MS&ADインシュアランスグループホールディングス株式会社 ゆにぞんスマイルクラブ│株式会社大川印刷│OrangeOne株式会社│株式会社グリーンエバー│

株式会社クレアン│興和株式会社│小林メリヤス株式会社│株式会社小宮コンサルタンツ│SATURDAYS │山陽製紙株式会社│株式会社シンゾーン│株式会社新藤│

株式会社スピーディ│株式会社セレスポ│仙台ACE支援書道教室│仙台児福会同窓会│タカシマヤ一粒のぶどう基金│タキヒヨー株式会社│株式会社立花商店│

特定非営利活動法人テラ・ルネッサンス│日本食品関連産業労働組合総連合会（フード連合）│のら猫クロッチ（株式会社ヌールエデザイン総合研究所）│

株式会社プレート｜株式会社プレセナ・ストラテジック・パートナーズ│みちのくポテトクラブ│みんな電力株式会社│森永製菓株式会社│株式会社ヤマグチマイカ│

UAゼンセン│有楽製菓株式会社│ロート製薬株式会社│ロイドレジスタージャパン株式会社

法人寄付　62企業・団体
アシックスユニオン│医療法人社団桐友会│株式会社アバンティ│株式会社エンゼルの森│株式会社神奈川ナブコ│株式会社グッドマンサービス│株式会社古藤事務所│

株式会社サンウェル│株式会社セブン&アイ・フードシステムズ│株式会社フェリシモ/LOVE＆THANKS基金│株式会社フクイ│キユーピー株式会社 QPeace│

埼玉県立川口高等学校│ショコラティエ　パレ ド オール/株式会社オヴァールリエゾン│捜真女学校│高保製薬工業株式会社│東京八王子ロータリークラブ│

特定非営利活動法人WE21ジャパン都筑│日本教職員組合│マツオインターナショナル株式会社│宮城学院中学校・高等学校│森永製菓株式会社│

株式会社ヤマウチスプリング製作所｜UAゼンセン│有限会社チェンジ・エージェント│有楽製菓株式会社│LORIMER株式会社

＊紙面の都合により、5 万円以上の寄付をいただいた団体・法人のみ掲載しています。

その他の協賛・協力
AFRIKA ROSE│NTT労働組合 東京総支部│サイボウズ株式会社 松山オフィス│タカシマヤ一粒のぶどう基金│デロイト トーマツ コンサルティング合同会社│

ブックオフオンライン株式会社│株式会社オウルズコンサルティンググループ│株式会社セールスフォース・ドットコム│株式会社デジタルキューブ｜

株式会社テラスカイ│椙山女学園大学 村上ゼミ│MATSURUN│有楽製菓株式会社│READYFOR株式会社

助成金
連合 愛のカンパ│独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金│独立行政法人国立青少年教育振興機構 子どもゆめ基金│公益財団法人かめのり財団│

Panasonic NPO/NGOサポートファンド for SDGs 海外助成│株式会社セールスフォース・ドットコム│公益財団法人大阪コミュニティ財団 ストリートチルドレン等救済基金│

みてね基金│ 一般社団法人パチンコ・パチスロ社会貢献機構 一般助成 子どもの健やかな成長を願う事業│厚生労働省 雇用調整助成金

認定 NPO 法人である ACE へのご寄付や賛助会費

は税額控除や寄付金控除の対象となります。ご支援、

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

ご支援いただいたみなさま
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当期は、新型コロナウィルスの影響を大きく受けた

１年でした。経常収益は１億363万円（予算比

73％）、経常支出が1億1,787万円（予算比87％）

となり、当期正味財産増減額は-1,440万円の赤字

でした。新型コロナウィルスの影響を受け、大型

チャリティイベントの中止に伴う寄付金収入の減

少が大きく、予算比-1,791万円。事業収入は予定

していた委託業務の実施が見送りになり、またコロ

ナ危機による主催イベント、講演の中止、教材販売

の落ち込みなどにより-1,250万円となった。助成

金収入は-998万円ですが、期中に1,000万円の助

成金を獲得しており、実施が次年度のため

2019-20年度は前受助成金としています。支出に

ついてもコロナ禍の影響は受け、海外出張を取りや

めにより旅費交通費が-803万円、ファンドレイズ

とPR活動を一部実施しなかったため外注費が

-429万円、イベント会場費としていた賃借料が

-236万円と減少したものの、収入の減少幅よりも

少なかったため赤字となりました。日本政策金融公

庫から3,000万円の融資を受け、当面の資金を確

保しつつ、財務基盤強化を図ります。

科目

Ⅰ経常収益

　１受取会費

　２受取寄付金

　３受取助成金等

　４事業収益

　５その他収益

Ⅱ経常費用

　１事業費

　　人件費

　　その他経費

　２管理費

　　人件費

　　その他経費

当期経常増減額

Ⅲ経常外収益

Ⅳ経常外費用

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越収支差額

金額

103,633,433

4,550,000

72,102,952

8,795,519

14,595,690

3,589,282

117,878,253

100,422,117

49,316,224

51,105,893

17,456,136

9,847,394

7,608,742

△14,244,810

0

52,292

△14,297,102

103,700

△14,400,802

26,804,401

12,403,599

2019年度会計報告ハイライト
（2019年9月1日～ 2020年8月31日）

収入内訳

収入の推移

支出内訳

収入の推移

活動計算書

受取寄付金

子ども・若者支援事業

アドボカシー事業

啓発・市民参加事業

ソーシャル
ビジネス推進事業 

管理費

受取会費

受取
助成金

事業収益

その他収益

財務状況の分析

YouTube LinkedIn
ACE

2019年度も多くの個人・企業・団体のみなさまにさまざまな形でご支援をいただきました。
あたたかいご支援に、こころより感謝申し上げます。

ACEの支援方法と
使途について

website 
www.acejapan.org

Instagram 
@npo_ace_ japan

Twitter 
@ace_ japan

Facebook 
@acejapan

ごあいさつ

事業内容 
子ども・若者支援事業

アドボカシー事業

啓発・市民参加事業

ソーシャルビジネス推進事業

設立 / 認証年月日 
1997年12月1日 設立

2005年8月8日 東京都よりNPO法人に認証

2010年3月31日 

　国税庁より認定NPO法人として認定

2015年1月19日 

　東京都より認定NPO法人として認定

2020年4月28日　

　東京都より認定NPO法人として認定

スタッフ 
職員 14名　インターン1名

役員

受賞歴 
・第2回 The Japan Times Satoyama & ESGア

ワード「特別賞」（2020）

・第8回若者力大賞「ユースリーダー支援賞（団体部

門）」（2017）

・平成26年度「消費者教育教材資料表彰」最優秀賞

平成27年度同優秀賞（2016）

・第5回エクセレント NPO 大賞「市民賞」（2016）

・第4回日経ソーシャルイニシアチブ大賞「国際部

門賞」（2016)

・NGO組織強化大賞「女性スタッフの登用・活躍部

門賞」（2016)

・平成26年度「消費者教育教材資料表彰」優秀賞

（2015）

＊直近5年（2015年～ 20年）の主な受賞を記載し

ています。

組織概要

特定非営利活動法人 ACE

〒110-0005　

東京都台東区上野六丁目1番6号

御徒町グリーンハイツ1005号

＊全スタッフ在宅勤務のため、こちらにACEスタッ

フはおりませんので、訪問はご遠慮ください。

TEL  03-3835-7555 

FAX  03-3835-7601

(受付｜平日 10:00 ～17:00)

岩附 由香　　小林 裕

白木 朋子　　新谷 大輔

安永 貴夫　　宮本 聡

丹羽 真理

大石 貴子　　矢崎 芽生

理事　7名

監事　2名

＊体制は2020年8月時点

会員

寄付

基金

正会員（一般、子ども・学生）

賛助会員（個人、企業、非営利団体）

子どもの権利サポーター

ACE募金

チョコ募金

コットン募金

チャイルドフレンドリー募金

世界の子どもの権利基金

ACEの事業と組織運営全体をご支援いただきま

す。正会員は総会の議決権を持ち、組織運営に

参加いただけます。

賛助会員（個人、企業、非営利団体）には議決権

はありません。

1,000円以上の任意の金額を毎月ご寄付いた

だく制度です。寄付は国内外の各事業に使われ

ます。

児童労働をなくすための国内外の活動に使われ

る募金です。

カカオ生産地域での児童労働をなくすための活

動に対する募金です。

コットン生産地域での児童労働をなくすための

活動に対する募金です。

海外で実施する活動に使われる募金です。

NPO法人化5周年を記念し設立した基金です。

周年事業の実施、新規事業や組織基盤の強化に

使われます。

各メディアにて
情報発信しています。

(単位：円)
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家庭、地域
の問題

学習環境の問題
世の中のルールや
仕組みの問題

経済の
仕組みの問題

人々の
考え方の問題

＊2020年8月末時点

105社・団体

法人でのご支援

個人会員（正会員、賛助会員）

子どもの権利サポーター

個人寄付

オンラインショップ利用者

160人

502人

742人

443人

2019年度に児童労働を無くす活動にご支援いた

だいた人数。ACEの会員として支えてくださる方々

をはじめ、クラウドファンディングなどを通じてご

寄付をいただいた方々、チョコレートやコットンな

どの取り組みに賛同してご寄付をいただいた方々、

ACEの目指している世界がとにかく好き！と支え

てくださる方々。これまでのべでなんと1万人以上

のかたがたからご支援をいただいてきました。

Annual Report 2019.09  2020.08

数字で見るACE 2019年度

＊ACEでは2019年9月から2020年8月を2019

年度として活動してきました。このアニュアルレ

ポートでは、この期間の活動を中心にご報告して

います。しかしながら、単年度の活動だけを切り

取っても逆にわかりにくい場合もありますので、

背景の説明なども含めて「最近のACE」の活動と

してご報告いたします。

児童労働撤廃を目指すACEの活動を支えていただき、誠にありがとうございます。

まずは2019年度の活動を数字で見てみましょう。

27,626人

伝えた人数

講師派遣

Twitterフォロワー

facebook

Instagram

メルマガ

3,080人

6,670人

8,210人

900人

8,766人

児童労働の無い世界を実現する第一歩は、まず知っ

てもらうこと。ACEはそもそもその思いから設立さ

れました。27,626人は、2019年度に児童労働に

ついて伝えた人の数で、講師派遣で受講された方々、

SNSをフォローしてくれた方々、メールマガジンの

購読者数の総数です。講師派遣だけでもこれまで7

万人以上へ、児童労働という問題を伝えてきました。

法人賛助会員 　

法人寄付 

43社

62社・団体

NGOというと企業からは敵とみなされてきたこと

もありました。でもACEは、企業を攻撃するよりも、

企業をサポートすることでともに児童労働を無く

すという目標に進めるはず！と信じてこれまで活

動してきました。そして今では、法人会員が43社に

なりました。法人からのご寄付はのべ62社に上り

ます。

個人支援者の推移 法人支援の推移

2,360人

児童労働から解放した子ども

日本で児童労働の問題を伝えることと同時に、も

ちろん現地での支援も欠かせません。ACEでは、

ガーナのカカオ産業とインドのコットン産業とい

う、消費者である日本人と繋がりの深いエリアを

対象にしたプロジェクトを行っています。プロジェ

クトの開始からこれまでにインドとガーナの28村

で、2,360人の子どもを児童労働から救い、約1万

3500人の教育を支援してきました。

53世帯

インドで行った
緊急食糧支援

新型コロナウイルスは、ACEの支援地にも多大な

影響を与えました。インドのコットン産地でも先

行きが不透明になり、多くの人々の収入が絶たれ

てしまいました。その中でも政府の支援を受けら

れなかった、特に困窮している53世帯に向けて

ACEでも緊急支援をしました。

8,000部

日本の児童労働に関する活動

児童労働は先進国にもあります。もちろん日本でも。

労働基準法などを解説したリーフレット、高校生向

け「あなたのアルバイトは、だいじょうぶ？」を

6200部、使用者向け「あなたの職場で、年少者の労

働環境が守られていますか？」を1800部配布し、

定時制高校などで活用されています。また、報告書

「日本にも存在する児童労働」を発行し、日本の児

童労働について知ってもらう第一歩となりました。

（ACEウェブサイトで公開）

1,847人

個人でのご支援

　児童労働に直面している子どもや家族への直接

支援や、地域コミュニティや学校を通じた取り組み

を、インドとガーナで続けています。2020年は新

型コロナウイルス感染拡大により、学校の休校や、

人数を集めての集会の制限等の影響が、ACEの活動

地域にも及びました。インドでは、プロジェクトで運

営する補習学校や職業訓練センターを開くことがで

きない状況が続きました。休校中は家庭訪問やセミ

ナーを通じ、家庭学習や家での過ごし方について伝

え、子どもたちの学びの継続と、児童労働や虐待の発

生防止に取り組みました。

子どもたちの学びを支える

　政府による外出禁止や移動制限等の措置は、雇用

機会の減少や青空市場の閉鎖等による家庭の収入減

をもたらし、児童労働者が増加するリスクが高まり

ました。そのため、インドとガーナの活動地域で子

どもとおとなを対象にした緊急調査を行いました。

特にインドの状況が深刻であるとの判断から、「ピー

ス・インド プロジェクト」を実施している3村にお

いて、政府からの支援を十分に受けていない困窮世

帯への緊急食糧支援を決定。クラウドファンディン

グ等を活用し、食糧配布等の支援を行いました。

家庭、地域を支える

　家庭やコミュニティ、経済や政治、世の中を動か

しているのは人。つまりは、人々の中にある考え方

が、この世の中を作り出していると言えます。児童

労働をはじめとする子どもにまつわる課題が山積

している背景には、子どもの権利が大切にされない

現状があると考えています。

　日本では昨年度から引き続き、「広げよう！子ど

もの権利条約キャンペーン」の共同事務局を務めま

した。2019年11月には約650人が参加した「子ど

も権利条約フォーラム2019」を開催しました。

　コロナ禍以降は、YouTube等オンラインでの情

報発信も強化しました。これらを通じて、子どもの

権利を中心とした考え方の浸透に取り組みました。

人々の考え方を変える

　ビジネスに関わる重要な人権課題のひとつとし

て、企業のサプライチェーン上の児童労働の解決

が進むよう、カカオやコットンを中心とした企業

や業界との対話を進めてきました。2020年は有

楽製菓が「2025年までに児童労働撤廃」へのコ

ミットメントを表明したほか、不二製油グループ

も「責任あるカカオ豆調達方針」の中で児童労働

への取り組み強化を発表しました。

　2020年1月には、政府、企業、NGOなどが連携

してカカオにまつわる課題に取り組む場として、

JICA（国際協力機構）により「開発途上国に向けた

サステイナブル・カカオ・プラットフォームが設立

されました。（2020年7月時点でACEを含む18

組織が加盟）。

　カカオ、コットンに次ぐ産業レベルの児童労働

解決に向けて、みんな電力との共同プロジェクト

として、コバルト産業における調査活動も開始。

企業のESG活動の投資家への影響を考え、ユニセ

フとサステナリクスが発行した「子どもの権利と

投資ガイダンス」を翻訳し、日本語版を発行しま

した。

経済の仕組み

児童労働を
強いられる子ども達

企業

消費者

学校が遠くて
通うのが大変。教室が足りない。

先生も足りない。

子どもの事より
経済の方が大事。

予算が足りないから、
やれる事には限りがある。

収入が少ない。
生活するだけで大変。

子どもはまだ未熟。
親のもの。

自分とは関係ない。

好きなものをお得に
手に入れたい。

ACEが2019年度に力を入れてきたこと
Highlights

児童労働を取り巻く状況と仕組み
児童労働の背景には、様々な問題があります。子どもを取り巻く家庭やコミュニティのレベルから、教育、学校の問題、経済の構造的な問題や政治・行政に関わる問題（ローカルとグローバルの両方）、こうした世の中を動かす人々の考え方の問題まで、複雑な要素が絡み合っています。

そのため、子どもたちが望ましい状態になるための活動も、同時に色々な視点とレベルで行っていく必要があると、私たちは考えています。ここでは2019年度にACEが特に力を入れて行った活動についてお伝えします。
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　コミュニティレベルの活動を続けてきたガーナ

では、政府の児童労働撤廃国家計画の一部である

「児童労働フリーゾーン（CLFZ）」制度の実現に、

2018年から取り組んできました。日本のデロイ

ト トーマツ コンサルティングの協力のもと、

ガーナの雇用労働省やILO、労働組合、NGOで連

携してきた結果、2020年3月にCLFZの基準・実

施手順をまとめたガイドラインが完成、施行され

ました。

　日本では、2020年10月に完成した「ビジネス

と人権に関する国別行動計画（NAP）」の策定プロ

セスにおいて、日本政府に対するパブリックコメ

ントを提出しました。コメントの一部が反映され、

児童労働に関する計画の強化につながりました。

世の中のルールや仕組みを変える

下請業者

安くつくるために
労働コストを抑えたい。

電気もなくて
オンライン学習なんて

できない。

働き手が足りない。
子どもにも働いてほしい。

貧しい国の子どもが
働くのは仕方ない。

会社の利益を
上げなければ。



児童労働のないカカオ

児童労働のないコバルト

児童労働のないコットン

児童労働のない洋服

児童労働のないチョコレート

児童労働のないバッテリー

集まった活動資金
チョコ募金
コットン募金
ACE 募金
（子どもの権利サポーター）

会費
助成金 など

15歳未満 ( 義務教育修了前 ) の子どもが教育を受けずに働くこと
18歳未満の子どもが行う危険・有害な労働
＊義務教育修了年齢以上の危険ではない仕事、法律に違反しない仕事は、児童労働とはみなされない

世界では1億6000万人が児童労働に従事し、世界の

子どもの10人に一人が働いていることになります。

地域別にみるとアフリカが4人に一人と高い割合に

あるだけでなく、人数でもアジア・太平洋地域を上回

り最多となっています。産業別では農林水産業が約

70％、サービス業が20％、工業が10％です。（ILO / 

UNICEF、2021）

SDGsの目標8「働きがいも経済成長も」のターゲッ

ト7に「2025年までにあらゆる形態の児童労働を終

わらせる」という目標が盛り込まれました。しかし、

最新の報告では、過去20年減少傾向だった児童労働

が初めて増加に転じ、新型コロナウイルスの影響でさ

らに多くの子どもが児童労働を強いられる危険性が

あると指摘されています。

児童労働とは

10 人に１人が児童労働

アフリカでは
4人に１人

70%

農林水産業

20%

サービス業
10%

工業

チョコレートの原料カカオは赤道近くの高温多湿な

地域で栽培されます。世界のカカオ生産の約7割を占

めるのが西アフリカ地域で、世界第1位と第2位の生

産量を誇るコートジボワールで79万人、ガーナで77

万人、合わせて156万人の子どもが児童労働に従事

しています（2020年、シカゴ大学NORC）。カカオの

農地拡大による森林伐採や単一作物の栽培による生

態系への影響など、環境の破壊や地球温暖化に関わる

問題も起きています。

カカオ産業と児童労働

バッテリーなどの電子機器の材料である

コバルトは、カッパーベルトと呼ばれる

地域で主に産出されています（2019年、

JOGMEC）。世界のコバルト供給量の半数

以上を産出するコンゴ民主共和国では、

機械を使った露天掘りが80%、残りの

20％は職人によって手掘りで採掘され、

地下深くのトンネルからコバルト鉱石を

採掘しています。子どもたちは手掘り採

掘場で鉱石の収集や洗浄に携わることが

多く、コバルトへの継続的な接触により

皮膚炎・呼吸器過敏症・喘息などを発症

する可能性があります。2014年のユニセ

フの推計によると、同国南部ではわずか7

歳の子どもを含む約4万人の子供たちが

採掘現場で働いており、その多くが危険

なコバルト採掘に携わっています。

コバルトの児童労働

ACEエコシステム -児童労働のない未来へ -
ACE Eco System

児童労働を生み出さないエコシステムの実現を目指して

コットン（インド）コバルトカカオ（ガーナ） 日本

　働かなければならないために学校に行けず、けがや

病気の危険にさらされている子どもは世界に1億

6000万人。世界の子どもの10人に一人が児童労働

に従事している現状があります（ILO/UNICEF、

2021）。

　ACEが目指す世界は、子どもが不当に働かされた

り扱われたりすることがなく、すべての子どもや若者

が心も体も健康で、自分の意志で人生や社会を築くこ

とができる世界。そのために、子どもを守ると同時に、

子どもを取り巻く世の中の仕組み自体をシフトして

いく。それが必要だと、私たちは考えています。

　子どもたちは社会の宝とよくいいます。子どものし

あわせを願うのは、世界中の誰にとっても共通の価値。

そのはずなのに、どうして子どもたちは危険な労働に

さらされ、大切に扱われなくなってしまうのでしょう

か？

　児童労働をしている子どもには、それぞれの背景が

あります。それぞれの家庭や育った境遇があります。

経済的な理由、その背景にある家庭におけるおとなの

健康問題、親の離婚や死別など、家庭環境が大きく影

響を及ぼします。その他、地域に学校がない、遠すぎ

て通えない、先生が来ない等、学ぶ環境が整っていな

いという理由で、学校に行くよりも働いた方がいいと

いう判断につながることもあります。国際的なルール

に基づき多くの国では、「働いてよいのは義務教育を

終えてから」というのが法律で決まっています。しか

し、実際には、「子どもに教育は必要ない」とか「学校

へ行かないで家計を支えるべき」と言う考え方が、子

どもを労働に押し出しています。また、法律はあるの

に、それが守られるための仕組みが十分でなかったり、

守らなくても処罰されずに見過ごされてしまってい

る側面もあります。

子どもを労働に押し出すのは？

　児童労働を禁止するルールがあるのに問題が起き

てしまう背景には、今の経済が安い労働力の上に成り

立たってしまっている現状があります。「利益を上げ

るためには労働者のコストを抑えることがあたりま

え」、人の尊厳よりも経済的利益が優先される世の中

になってしまっているのです。特に子どもは、コスト

が安いだけでなく、従順で言うことを聞きやすいこと

も働かせる側にとっては好都合です。とはいえ今の時

代、「コストを抑えるために子ども働かせろ！」なん

て言う雇い主や企業がいたら大炎上ものですよね。実

際には、意図的に子どもを搾取しようなんて思ってい

ないかもしれない。でも、「自社が利益を上げるため、

コストを抑えるために人件費を抑える」というごくあ

たりまえの行為の先に、サプライチェーンの最上流に

位置する原料生産者が存在し、その生産者が働いても

生活を支えられないために、家族としての子どもの労

働力が経済構造の中に組み込まれてしまっています。

また、企業はより多くのモノやサービスを売ることで

利益を上げようとします。たくさん売るためには消費

者の要望に応えなければなりません。「欲しいものをお

得に買いたい」という消費者ニーズが、価格を抑えるた

めにコストを抑えるという企業行動にも影響を与えて

いたりもします。「たくさん持っていることが豊かさの

証」というような考え方が、無意識的に私たちの暮らし

の土台にあることも影響しているかもしれません。

　このように児童労働は単純な問題ではありません。

家庭やコミュニティ、学校といった地域の問題、経済

的な需要と供給の側面、法律や社会の仕組みなど、

ローカルからグローバルなレベルまでが複雑に絡み

合って起きています。しかし、その関係性が見えるこ

とはありません。いや、見ようとしていないのかもし

れません。「遠い国で起きていることだから、自分に

は関係ない」「顔が見えないからわからない」という

人もいます。今回のACEアニュアルレポートでは、そ

の問いかけを検証してみました。顔が見えないのであ

れば、見せてしまおう。一枚の地図にしたら、距離を

縮められないか。そうしてちょっと変わったアニュア

ルレポートができ上がりました。

　児童労働の問題と私たちの生活は、複雑なれど、つ

ながっています。つながっている限り、私たちからそ

の問題は変えていくことができるはずなのです。これ

まで見えなくなっていた負のつながりを、プラスの変

革をもたらすチェンジのつながりにしていく。そこで、

浮かび上がってきたのが「エコシステム」です。ACE

の活動を様々な形でご支援いただく皆様と、企業や政

府、現地のパートナーやコミュニティの人々、それぞ

れの活動は小さな一歩かもしれません。しかしそれら

が、このようにつながることで、大きなエコシステム

となって児童労働という問題を解決していく力強い

ドライブとなっているのです。

児童労働への需要

地域・コニュニティ

村での集会などを通じて、子どもの危険労働の予防方法や教育の重要性、子どもの権利

について住民が理解するよう呼びかけています。また、村でボランティアグループを立

ち上げて、定期的に見回り活動を行い、児童労働をしている子どもを見つけたら家庭訪

問をし、親と話し合います。貧困家庭の子どもを対象に、制服や文具等一式を無償で提

供しています。

学校

子ども権利クラブを学校内に設置し、子ども自身が学校や家庭で直面する問題や解決

策について話し合っています。その内容や提案は、校長先生を通じて、村のリーダーに

伝達され、村全体で子どもの問題に取り組むようにしています。学校運営委員会や

PTA、自治体と連携して、学校改善に取り組むほか、教育の質の改善のための教員ト

レーニングも行っています。

家庭

カカオ農家が収入を上げ、子どもの教育に継続して投資ができるよう、農園経営の方法

やカカオの栽培技術、カカオ以外の収入手段等を身につけるための研修を行っていま

す。また、相互扶助組織を作り、急な出費が必要になった場合に融資を受けられる仕組

みを作っています。

ガーナ

地域・コミュニティ

村で集会や文化プログラムなどを行い、児童労働や教育に関する親や住民の意識を高めます。住民ボ

ランティアグループを結成し、児童労働がないか畑の見回りをしたり、就学状況をモニタリングして

います。児童労働をしている子どもがいたら家庭訪問をして、家庭が抱える課題を聞き取り、子どもが

学校へ通えるようになるために必要な対策を、親と一緒に考えます。

学校

児童労働をやめた子どもが基礎学力を身につけ、村の公立学校への橋渡しをする学び舎として「ブリッ

ジスクール」を運営しています。学校の教員や村のリーダー、親や子どもたちが参加する会議を定期的

に開き、教育や子どもに関わる課題を話し合い、行政機関と連携して、学校や教育の質の改善に取り組

んでいます。

女性、家庭

女子への差別や児童婚などの問題を話し合う女子のグループを作り、改善に取り組んだり、縫製や刺

繍の職業訓練を行っています。特に、教育機会を失った思春期の女子が、読み書き計算スキルや収入に

つながる技術を身につけ、将来自立して生活できるよう支援しています。また、母親の自助グループを

活性化させて貯金をするための訓練をしたり、小規模ビジネスのスタート支援を行い、家庭の収入の

安定化を支援しています。

ピース・インド プロジェクト

スマイル・ガーナ プロジェクト

児童労働フリーゾーン（児童労働のない地域、以下「CLFZ」）認定制度

2020年3月、ガーナ政府の児童労働撤廃国家計画の一部として進められて

きたCLFZ認定制度のガイドラインが完成しました。

CLFZとは、「児童労働を予防・是正するための仕組みが機能している地域」

で、これを自治体単位で国が認定し、広めていこうというのがこの制度です。

実は、国としてCLFZの細かい運用ルールを決めて、制度化したのは世界

初！制度の実現に向け、ACEはデロイト トーマツ コンサルティングの協

力のもと、ガーナ政府やILO、ガーナの労働組合、現地パートナー CRADA

と約１年半協働してきました。

今後ガーナで児童労働に関わる取り組みを行う際には、全員このガイドラ

インを参照することが求められることになります。ひきつづき、このガイド

ラインが効果的に活用されるよう、取り組みを進めていきます。ガーナが

「児童労働のない国」になる日を目指して、ここからが本当のスタートです。

国の仕組みづくり

子ども・若者

日本における児童労働の実態を調査し、18歳未満の危険有害労働や違法労働を防ぐため、学校や子ど

も支援団体を通じたリーフレットの配布等、情報発信を行っています。

政府

日本政府の取り組みが強化されるよう、児童労働禁止法の提案を視野に勉強会の開催や、国会議員と

の情報交換、日本政府の政策に対するパブリック・コメントの提出、提言活動を行っています。

企業

児童労働に加担しない、社会的・倫理的なビジネスへの転換を促進するため、児童労働を含むサプラ

イチェーンの人権課題やSDGsに関する研修や情報発信、コンサルテーションを行っています。とくに、

チョコレート関連企業との協働、コットン関連企業のエシカルな製品開発、コレクティブ・インパク

トをめざした連携などを促進しています。

市民

市民一人ひとりが児童労働や子どもの権利侵害を自分事としてとらえ、アクションを起こすよう、情

報発信、講演、教材書籍等の販売、キャンペーン等を通じた子どもの権利の普及に取り組んでいます。

インドは世界で有数なコットン生産国で、世界最大の

耕地面積と生産量を誇ります。インドのコットン畑で

は、48万人もの子どもが働き、その7～8割が女の子

であると言われています。（2015年、オランダ・イン

ド委員会）インドで作られたコットンは、糸、生地、衣

料製品など様々な形で主に中国を経由して日本に輸

入されています。コットンはまさに「見えない糸」で

私たちの生活とつながっているのです。

コットン産業と児童労働

児童労働は開発途上国だけの問題ではなく、高所得国

にも約200万人の児童労働者が存在することが明ら

かになっています（ILO、2017年）。

日本にも、危険有害労働、児童ポルノ、児童買春など

最悪の形態の児童労働に当てはまる児童労働が存在

します。しかし、それが「児童労働」であると認識され

ていなかったり、実態が明らかにされていないことか

ら、調査を実施し報告書をまとめ、啓発資料を作成し

ました。

日本にもある児童労働

私たちの身の回りにあるチョコレートやTシャツ、毎

日使う携帯電話など、その原材料をたどっていくと、

子どもたちがカカオ豆や綿花を収穫し、レアメタルの

原料を採掘している現場にたどり着きます。児童労働

の7割は農業分野。経済のグローバル化に伴い、私た

ちは望む望まないに関わらず児童労働に関係してい

るのです。

パートナー開始2010年～

インドの農村地域の住民の社会的経済的発展や人権

保護を目的として1997年に設立された現地NGO。

ACEとは、インドのコットン生産地域で実施する

「ピース・インド プロジェクト」を、2010年から行っ

ています。

子どもや若者の権利を奪う社会課題を解決し、子どもや若者が自らの意志で人生や社会を築くことができる世界

を目指す、日本生まれの国際協力NGO。世界103カ国で行われた「児童労働に反対するグローバルマーチ」をきっ

かけに、1997年に設立。インドのコットン生産地、ガーナのカカオ生産地で、子どもの教育や貧困家庭の自立支

援を行うほか、企業との協働、政府へのアドボカシー、国際社会との連携、市民の啓発と参加機会の提供などを通

国や立場を越えたマルチステー

クホルダーによる連携を促進し、

児童労働を生み出さない仕組み

づくりに取り組んでいます。

地域・コミュニティ

B. マノハル
会計、

アドボカシー担当

エーランマ
コミュニティ
オーガナイザー

M. シェーカル ナイーク
コミュニティ
オーガナイザー

バンガラヤ
コミュニティ
オーガナイザー

ラージェシェーカル
コミュニティ
オーガナイザー

シャミーナ
職業訓練

インストラクター

サララ
職業訓練

インストラクター

スバルタ
ブリッジスクール教員

ナヴィーヌ
ブリッジスクール教員

ジーヴァラジュ
ブリッジスクール教員

シャンカランマ
ブリッジスクール
スタッフ

シャンタンマ
ブリッジスクール
スタッフ

ナナ・アンチュイ・
ボアシアコ・ブレンポン

事務局長

クワメ・アクルグ
フィールド
オフィサー

セファ・ボンス・アタクラ
プロジェクトアシスタント、

メディア担当

シャロン・アマンクワー
ジェンダー、
情報管理担当

アジョア・アドマ・アバビオ
会計

リチャード・ジェンフィ
ドライバー兼調達担当

マイケル・ハンソン
プロジェクト

コーディネーター補佐

及川 有希子
ソーシャル
ビジネス推進

桐村 康司
ソーシャル
ビジネス推進

原田 アリス
ソーシャル
ビジネス推進

岩附 由香
代表

白木 朋子
事務局長

成田 由香子
事務局次長

小林 裕
副代表

田柳 優子
子ども・若者支援

近藤 光
子ども・若者支援

赤堀 友希
子ども・若者支援

G.S. ラヴィ・プラカーシュ
プロジェクト
マネージャー

RV. クリシュヌドゥ
プロジェクト
コーディネーター

J. ビジェイクマール
プロジェクト
コーディネーター

スタッフスタッフ

スタッフ

さらに詳しくは
こちらから

さらに詳しくは
こちらから

ターゲット 8.7
2025 年までに、あらゆる形態の
児童労働を終わらせる

＼私たちも応援しています！／

未来予想が難しい社会だから、子どもたちには自

らの意志で人生を築いて欲しい。子どもたちに

もっと多くの選択肢を。微力ながらACEの活動を

応援します。

西川英貴さん

寄付者

国内外で高い評価を得ているACEが日本にあるこ

とを誇りに思っています。これからもACEへの支

援を通じて、未来に貢献していきます。

末松弥奈子さん

子どもの権利サポーター

ACEの活動のすばらしさは改めて語る必要もあり

ませんが、私はスタッフおひとりおひとりの個性、

人間性に惹かれ、いつも応援しています。

北里まりさん

子どもの権利サポーター

家庭 学校

地域・コミュニティ

家庭
学校

女の子

インド

国・政府

企業

子ども

市民

日本

世界がパンデミックから回復するにつれ、その予想を超えた影響を最も強く受けて

いるのは取り残されている世界の子どもたちです。さらにパンデミックに対する、

世界のあまりにも不平等な対応によって、私たちは今、子どもたちの一つの世代を

丸々失う危機に瀕しています。児童労働撤廃国際年に、私たちは緊急的かつ協調的

な取り組みを行い、搾取に追いやられている何百万人もの子どもたちを守らなけれ

ばなりません。ACEはこのような問題について、日本国内でこの課題についてたゆ

まず提起しながら、国際的にはカカオとコットン産業における児童労働問題に取り

組むべく世界中にパートナーシップを築いてきました。私はACEが今後も重要な

パートナー、また児童労働を終わらせるために世界に立ち向かう盟友であり続ける

ということを確信しています。

児童労働を終わらせるために
世界に立ち向かう

2014 年度ノーベル平和賞受賞 
カイラシュ・サティヤルティ氏

SPEED（Society for People’s Economic & Educational Development）

インドのパートナー団体
ACE（Action against Child Exploitation）

パートナー開始2009年～

2000年にガーナ人の医師によって設

立された現地NGO。子どもの権利の保

護を目的に調査研究やコミュニティで

の開発事業を行っています。ACEとは、

2009年から「スマイル・ガーナ プロ

ジェクト」を実施しています。

CRADA
（CHILD RESEARCH FOR ACTION AND DEVELOPMENT AGENCY）

ガーナのパートナー団体

太田 まさこ
アドボカシー

青井 彩乃
啓発・市民参加

杉山 綾香
啓発・市民参加

山下 みほこ
広報・ファンドレイズ

坂口 志保
組織部門

成塚 雅美
広報・ファンドレイズ

支援のおかげで学校に行けるようになりました！

これからも、応援してください。
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